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　１月20日、四王子神社で、800有余年の歴史を誇る「的ばかい（破魔弓祭）」
が開催されました。
　この日は、約120名の締め込み姿の男衆が、「まーと、まーと」と叫びながら、
家内安全や豊漁、豊作を願い、わらで編んだ的を奪い合いました。
　男衆の激しくぶつかり合う様や、町内外から訪れた多くの観客の皆さん
の歓声で、境内は熱気に包まれていました。
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《試行期間中のごみの出し方》《試行期間中のごみの出し方》

皆さんのご協力をお願いします。皆さんのご協力をお願いします。

新しく分別する９種類とは?

平成14年2月1日から
　　９種類のごみ分別
　　　　が試行されます!

９種類のごみ 分別試行開始!９種類のごみ９種類のごみ 分別試行開始!分別試行開始!分別試行開始!

２

　燃えるごみは、これまで１

種類でしたが、これからは図

のように２種類になります。

　「資源ゴミ」は４月1日以降、

回収団体が回収しますので、そ

れまで、ご家庭での保管をよろ

しくお願いします。

　●�新聞紙

　●�雑誌

　●�ダンボール

　●�紙パック

　●�布類

　アルミ缶は有価物ですので、

回収団体に出されてもいいです。

　１升びんやビールびんで割れ

ていないものは、ごみに出さず

に酒屋または回収団体に出され

てもいいです。

　試行期間中も新聞紙（チラシ含む）・雑誌・ダンボール・紙パック・布類は、「燃えるごみ」に

は出さないようご協力をお願いします。4月１日以降、区の回収団体が回収します。また、アル

ミ缶・割れていない一升びん・ビールびんも回収団体に出されてもいいです。

これまで１種類だった

燃えるごみ
が

２種類に

　金属類は、これまで１種類

でしたが、これからは図のよ

うに３種類になります。

これまで１種類だった

金 属 類
が

３種類に

　ガラス類は、これまで１種

類でしたが、図のように４種

類になります。

これまで１種類だった

ガラス類
が

４種類に

問い合せ　住民環境課（内線１３１）
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皆さんのご協力をお願いします。

新しく分別する９種類とは?新しく分別する９種類とは?

①試行期間　平成14年2月1日（金）～3月31日（日）

②長洲町指定ごみ袋で出してください。
　※試行期間中の指定ごみ袋は無料で配布します。
　　なお、市販のごみ袋（黒・青・透明など）は使用できません。

③ごみを出す場所は新しく決められた集積場所です。

平成14年2月1日から
　　９種類のごみ分別
　　　　が試行されます!

平成14年2月1日から
　　９種類のごみ分別
　　　　が試行されます!

９種類のごみ９種類のごみ 分別試行開始!９種類のごみ９種類のごみ 分別試行開始!分別試行開始!９種類のごみ

３

　近年、全国の市町村では、生活様式や社会システムなどの変化に伴い、ごみの排出量の増加や質
の多様化、処理施設への負荷の増大、ダイオキシン問題、最終処分場のひっ迫などの諸問題が深刻
化しています。
　そこで、これらの問題解決に向け「循環型社会システムの構築」を目指し､限りある資源の再活
用（リサイクル）やごみの減量化を推進するため、「より細かく分類した新しいごみ分別収集の方法」
を導入する市町村が増えています。
　同様の問題を抱える長洲町でも、昨年の8月1日から24日にかけ開催した「住民説明会」で説明
しましたとおり、現行の各家庭からの「3種類ごみ分別方式」から「9種類ごみ分別方式」へと変更
するなどの「新しいごみ分別方式」を平成14年4月1日より本格的に実施することになりました。
　4月1日からの「9種類ごみ分別方式」がスムーズに実施できるように、事前に2月1日から3月
末日までを試行(準備)期間と定め、次の要領で試行（練習）していただきたいと思います。ご理解
のうえ、ご協力をお願いします。

１ 燃えるごみ

４ アルミ缶

７ 無色びん

２ ペットボトル

５ スチール缶

８ 茶色びん

３ 金属類

６ ガラス類

９ その他の色びん

PET
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主 に

海べた編

知る人ぞ知る

ヒミツの

スポット

熊本県北部の荒尾・玉名地方。 
近くなんだけど以外と知らないことや 
行ったことのない場所など 
地元の人や一部の人しか知らない 
“穴場”をご紹介します。 
３月号は、山つき編をご紹介します。 

荒玉ゾーン

荒尾市

小岱工芸館
陶芸一日体験教室を開催中
1

とき／毎週日曜日（ただし第5日
曜日は休み)の午前10時から午後
4時まで。ところ／小岱工芸館（野
原八幡宮隣☎68―7400）。体験
内容／手びねりコースで約2時間。
料金／1,000円（大人・子ども同額、
材料費含む)。作品受取／乾燥、焼
成（素焼・本焼）など仕上げ作業
に約1カ月かかるため、後日、小
岱工芸館に取りに来ていただくか、
同館から送付する必要があります。
（送付の場合、着払いで、箱代
100円を申し受けます)。なお、団
体での利用の場合は、事前に予約
が必要です。 

長洲町

自然を感じながら
ウォーキング

3

　長洲町には、総合スポーツセン

ターの近くに、地域住民の憩いの

場として親しまれている名石浜緑

地公園があります。 

　この公園は、以前雑木林だった

ところを整備し、自然を感じなが

らの散歩や、健康・体力づくりの

ためのランニングなどができる場

所となっています。 

概要は、全長約1.3キロで、公園

というよりもウォーキングコース

といった感じの公園です。 

　公園内には、3ヵ所の休憩場所

が設けてあり、お年寄りでも無理

なくウォーキングを楽しむ事がで

きます。 

　利用者の話しによると、「春は

草木の芽吹きを感じながら、夏は

木陰ができて歩きやすく、秋は紅

葉を楽しみながら､冬はウォーキ

ングで体を温め健康づくりに役立

てている」とのこと。 

▼問合せ…長洲町役場建設課 

　（☎0968－78－3111） 

宮崎兄弟の
　　生家と資料館
2

　茅葺きの古式ゆかしいこの生家は、
明治30年、近代日中交流の拠点で
した。中国から亡命した孫文は、宮
崎滔天にかくまわれ数日この家で
過ごしています。また、資料館では、
宮崎兄弟の生の軌跡を振り返ると
ともに、中国革命と孫文に関わる様々
な資料にふれながら、日中100年
の歴史に思いを馳せることでしょう。 
開館時間／午前9時30分～午後5時 
資料館観覧料／小・中学100円　 
　　　一般200円（団体割引あり） 
▼問合せ…同資料館 
　（☎0968－63－2595） 

皆さんぜひ一度お越しください



５

岱明町

日嶽城跡へ
登ってみよう

4

　小岱山県立公園の山麓にある日

嶽（標高201ｍ）。玉名市と荒尾

市とにはさまれた岱明町の北部に

は日嶽城跡の森があります。ふも

とのホタルの里から山頂までは遊

歩道が整備され、シイやカシなど

が生い茂る中、森林浴をしながら

散策やハイキングが楽しめます。 

　山頂には中世に栄えた大野氏の

日嶽城跡があり、ここから見下ろ

す岱明町全景と有明海の風景は四

季折々に魅力的です。また、5ｍ級

の大岩が数十個あり、子どもたち

の格好の遊び場にもなっています。 

　今から650年程前の南北朝時代

の半ば頃、当時の大野別符（玉名町・

築山・滑石・岱明町一帯）の地頭で

あった大野氏一族の山城（砦）であ

ったと言われている日嶽城。当時、

日嶽は火嶽とも呼ばれ、烽火台の

役目を果たしていました。この時

代は現在の岱明町の中心部から南

は海であり、日嶽の山頂から敵の

侵入を見張っていました。そこで

敵の船が侵入してくると山頂の烽

火台でのろしを上げ、飛尾大明神

社（現在の菊水町）を経て、つぎつ

ぎと鞠智城（現在の菊鹿町）まで伝

えたのではないかと言われています。 

　城跡の森で中世の歴史に思いを

馳せてみませんか。 

▼交通…国道208号Ｙショップ　 

　前の交差点からホタルの里ま 

　で約1,400ｍ。駐車場あり。 

▼問合せ…岱明町役場経済課 

　（☎0968－57－1111） 

玉名市

高瀬の見どころ5

　玉名市中心部の旧高瀬町は、菊
池氏が勢力をふるった南北朝時代
から菊池川の水運を利用した港町、
商人の町として栄えてきました。
今でも一群の石橋、高瀬商人が構
造を競い合った家々の石垣などが
あり、独特の歴史を感じさせてく
れます。中でも高瀬目鏡橋は、2
つのアーチとその曲線が美しく、
橋下の公園は絶好の憩いの場所です。
また、高瀬の裏川一帯では、市の
花である肥後しょうぶが6万5千
本植えられており、6月の開花時
期には、市内外から多くの観光客
が訪れています。 
▼問合せ…玉名市商工観光課 
　（☎0968－73－2222） 

のびのび過ごせる
　　　　蛇ヶ谷公園
6

　緑に囲まれた蛇ヶ谷公園には様々
な施設があります。「テニスコート」
は砂入り人工芝8面、練習コート1
面でナイター完備。クラブハウスも
あります。「わんぱくランド」は、山
あいの緩やかな斜面を利用して、ス
ーパースライダー、アスレチック遊
具などを設置。子どもたちが自然と
触れ合いながら楽しく安心して遊
べる広場です。野球場やゲートボー
ル場もあり、スポーツも楽しめます。
芝生広場や展望所でも、自然が満喫
できそう。桜の開花時期には、約5
千本の桜が出迎えてくれます。 
▼問合せ…玉名市都市計画課 
　（☎0968－75－1122） 

横島町

「いちご一会」
ふるさとセンターＹ.ＢＯＸ

7

　横島といえば、イチゴとトマト。
ふるさとセンターＹ・ＢＯＸでは
一年中、イチゴとトマトのお菓子
を楽しむことができます。なかでも、
氷温ジャム「旬のリピート」は、
もぎたてのイチゴを自然の色・旨
みを閉じ込めた「氷温真空濃縮技術」
で新鮮な美味しさを実現させたも
のです。その他、イチゴようかん
やトマトケチャップなど、盛りだ
くさんの商品が用意されています。
▼問合せ…同センター 
　（☎0968－84－3700） 

視界360°の
　ラビリンス（迷宮）
8

　海から生まれた町、横島には、山
の上展望公園があり、コミュニティ
広場として楽しまれています。 
　また、公園にある木造の展望ビ
ッグジャングルジムは立体迷路と
なっており、遊具としても雲仙を
見渡す展望所としても楽しむこと
ができます。 
  それに夜になると、ビッグジャン
グルジムがライトアップされ、美
しく彩られます。 
▼問合せ…横島町役場企画開発課 
　（☎0968－84－3111） 
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【
西
荒
神
区
】
内
田
隼
人
　
藤
木
崇
克

【
東
荒
神
区
】
浦
本
将
　
椛
山
祐
美
　
新

納
真
史
　
　
永
渉
　
西
川
周
太
　
野
副

綾
子
　
濱
岡
淳
治
　
濱
口
幸
　
船
崎
愁

一
郎
　
松
山
澄
美
子
　
宮
村
弦
記
　
宮

村
佑
記
　
本
山
志
保

【
大
明
神
区
】
上
原
敏
靖
　
小
野
千
恵
美

小
森
田
絵
美
　
先
成
美
幸
　
谷
口
愛
　

中
田
志
織
　
野
添
和
正
　
濱
田
な
つ
み

濱
水
好
和
　
峰
春
香
　
宮
本
麻
利
　
村

上
真
理
亜
　
村
田
陽
二
郎
　
磯
川
大
輔

【
折
地
区
】
池
上
裕
哉
　
上
田
耕
平
　
児

玉
卓
哉
　
　
嵜
昭
年
　
船
津
千
春
　
美

馬
和
代
　
丸
山
明
日
香
　
中
村
幸
聖

【
赤
崎
区
】
小
山
朋
美
　
狩
集
邦
彦
　
城

戸
明
彦
　
城
戸
賢
二
　
城
戸
秀
史
　
城

戸
幸
彦
　
木
村
誠
治
　
坂
上
智
司
　
山

崎
真
弓
　
内
薗
玲
子
　
末
吉
大
吉

【
高
田
区
】
松
尾
綾
　
　

【
鷲
巣
区
】
天
野
辰
持
朗
　
五
十
嵐
礼
将

甲
斐
田
祐
樹
　
中
川
瑠
美
　
中
松
ま
き

子
　
並
川
美
紗
　
服
部
美
雪
　
馬
場
香

代
子
　
原
田
潤
　
樋
口
佳
名
子
　
夫
代

淳
一
　
五
十
嵐
俊
貴

【
立
野
区
】
岡
田
め
ぐ
み
　
城
戸
崇
旭
　

江
田
俊
介
　
高
村
圭
　
戸
田
弥
希
　
中

島
美
記
　
中
野
浩
朗
　
平
川
雅
弘
　
松

本
光
司
　
森
川
眞
美

【
向
野
区
】
下
田
麻
衣
　
中
村
寛
　
畠
本

晴
信
　
宮
脇
那
奈
　
村
上
陽
介
　
森
岡

亜
沙
美
　
森
永
睦
　
山
本
真
一
　
吉
田

桂
子
　
寺
田
冬
海
　
平
義
幸
　

【
宮
崎
区
】
井
上
修
二
　
古
林
伸
也
　
田

上
真
理
子
　
永
池
優
子
　
中
島
優
希
　

法
浄
華
　
山
住
麻
衣
　
芳
野
智
恵
　

【
赤
田
区
】
小
井
手
博
美
　
齋
藤
優
二
　

宋
正
博
　
寺
澤
美
香
　
寺
澤
由
美
　
中

島
久
美
　
山
中
美
智
子

【
葛
輪
区
】
寺
本
恵
美
　
濱
北
千
絵

【
永
方
区
】
中
島
優
香
里

【
塩
屋
区
】
大
川
謙
一

【
向
野
北
区
】
内
山
瑞
栄
　
西
岡
夕
佳
理

【
古
城
区
】
石
原
佳
世
子
　
入
江
卓
　
江

　
望
　
大
野
か
ず
よ
　
金
子
芳
生
　
北

原
祥
子
　
草
野
絵
美
　
木
庭
布
美
子
　

園
田
英
明
　
園
村
圭
一
　
　
木
将
彦
　

谷
口
愛
　
田
部
雅
章
　
手
島
勝
智
　
戸

上
洋
平
　
本
田
桃
子
　
盛
満
弥
生
　
松

石
翔
子

代表誓詞 竹内裕美さん

代
表
授
与 

野
添
和
正
さ
ん

　
１
月
14
日
、
な
が
す
未
来
館
文
化

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
平
成
14
年
長
洲

町
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
284
名
が
成
人
を
迎
え
、

色
と
り
ど
り
の
華
や
か
な
衣
装
で
会
場

を
埋
め
つ
く
し
、
晴
れ
て
成
人
の
仲
間

入
り
を
し
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
敬
称
略
〉
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今関心のあることは？
　アメリカを襲ったテロで
す。同じ人間同士がどんな
理由があるにせよ殺し合う
ことは悲しい事と思います。
早く平和が戻ってくる事を
願っています。
今年の抱負
　今までは何でも廻りの人
たちに頼ってきましたが、
今年からは成人として自立
し、責任のある行動をした
いです。

　
私
達
は
こ
の
良
き
日
、
晴
れ
て
成
人
の
仲

間
入
り
を
い
た
し
ま
す
。
今
ま
で
と
変
わ
り

は
な
い
日
々
が
ま
た
明
日
か
ら
始
ま
っ
た
と

し
て
も
、
今
日
と
い
う
日
が
私
達
の
精
神
面

に
何
か
し
ら
の
刺
激
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　
私
達
は
親
を
は
じ
め
多
く
の
大
人
達
を
見

て
こ
こ
ま
で
育
っ
て
き
ま
し
た
。
中
に
は
尊

敬
す
る
方
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
、
自
分
に

道
標
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
も
大
勢
い
た

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
私
も
実
際
い
ろ
い
ろ

な
方
々
と
人
生
を
変
え
る
出
会
い
を
と
げ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
社
会
の

矛
盾
や
大
人
社
会
の
汚
さ
と
い
う
一
面
も
そ

の
目
で
し
っ
か
り
見
て
き
た
は
ず
で
す
。
日

本
は
縦
社
会
で
す
。
年
功
序
列
、
学
歴
社
会
、

男
女
差
別
の
現
状
は
何
ら
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
自
分
に
何
が
で
き
る

の
で
し
ょ
う
か
。
今
日
成
人
を
迎
え
る
に
あ

た
っ
て
こ
れ
か
ら
の
21
世
紀
を
支
え
る
子

供
達
だ
け
に
は
こ
の
大
人
社
会
の
現
状
を
押

し
つ
け
る
こ
と
な
く
、
子
供
達
の
発
想
や
考

え
を
大
切
に
し
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な
大
人

に
な
り
た
い
と
私
は
考
え
ま
す
。
子
供
達
が

夢
を
持
て
る
よ
う
な
私
の
理
想
で
す
。
今
日

成
人
と
な
る
私
達
一
人
一
人
が
こ
れ
か
ら
に

向
け
て
の
課
題
を
持
ち
、
日
々
精
進
し
て
い

く
こ
と
で
社
会
が
少
ず
つ
変
わ
っ
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

森野沙緒里さん
（上沖洲）

　
私
達
は
、
今
日
か
ら
、
大
人
の
仲
間
入

り
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
成
人
と
し
て

の
第
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
家
族
を
は
じ
め
、
私
達
を
こ
こ

ま
で
育
て
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
輩

の
方
々
の
お
陰
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
私
達
は
二
十
歳
と
い
う
節
目

の
年
を
迎
え
、
様
々
な
権
利
と
責
任
を

持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
タ
バ
コ
や
お

酒
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
と
同
時
に
、

そ
の
行
為
に
よ
っ
て
社
会
に
迷
惑
を
掛

け
た
場
合
は
、
成
人
と
し
て
責
任
を
負

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
選

挙
権
を
手
に
入
れ
た
の
も
そ
の
一
つ
で

す
。
そ
れ
を
使
う
も
、
使
わ
な
い
も
本

人
次
第
で
す
が
、
大
人
に
な
り
社
会
の

一
員
と
な
っ
た
今
、
自
分
の
意
見
を
社

会
に
反
映
さ
せ
る
一
つ
の
方
法
だ
と
思

い
ま
す
。

　
私
は
今
、
神
奈
川
県
で
働
い
て
い
ま
す
。

長
洲
町
を
離
れ
、
一
人
で
生
活
す
る
の

は
と
て
も
厳
し
い
こ
と
だ
と
い
う
こ
と

が
良
く
分
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
地

元
を
離
れ
、
少
し
自
分
が
成
長
し
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
初
め
は
後
悔
し
ま

し
た
が
、
今
は
自
分
を
磨
く
た
め
に
も

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

磯川　大輔さん
（大明神）

　
今
日
か
ら
私
達
は
、
大
人
の
社
会
へ
と
足
を

踏
み
入
れ
自
分
の
力
で
自
分
な
り
の
道
を
歩

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
中
に

は
一
足
先
に
、
社
会
の
厳
し
さ
を
感
じ
な
が
ら

働
い
て
い
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

将
来
の
自
分
の
夢
へ
向
か
っ
て
学
生
と
し
て
日
々

学
ん
で
い
る
方
も
い
る
は
ず
で
す
。

　
私
も
そ
の
一
人
と
し
て
、
中
学
を
卒
業
し

て
以
来
看
護
と
は
何
か
を
求
め
て
歩
み
続
け

て
い
ま
す
。
そ
し
て
臨
床
実
習
で
は
、
新
生
児

か
ら
老
人
ま
で
様
々
な
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の

方
と
関
わ
り
、
人
間
対
人
間
の
関
わ
り
の
難

し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
命
の
重
さ
を

知
る
と
と
も
に
プ
ロ
と
し
て
働
く
厳
し
さ
を

知
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
今
ま
で
生
き
て
き
た
中
で

皆
さ
ん
に
も
何
か
の
学
び
が
あ
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
学
び
を
糧
に
私
達
は
、
今
よ
う

や
く
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
ち
ま
し
た
。
そ
し

て
こ
れ
か
ら
の
長
い
道
の
り
を
自
分
一
人
の

足
で
歩
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
私
達
は
一
人
一
人
の
人
間
と
し
て
、

社
会
の
規
律
を
守
り
、
責
任
を
持
っ
た
行
動
が

と
れ
る
よ
う
、
ま
た
名
実
と
も
に
一
人
前
の
成

人
と
な
る
よ
う
努
力
す
る
覚
悟
で
す
。
ま
だ
ま

だ
、
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
未
熟
な
私
達
で
す

が
今
後
と
も
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

高島　恵子さん
（新　山）

友成真樹斗さん〈建浜〉

今関心のあることは？
　情報化社会が進み、医療
面においても、その導入が
必要不可欠となっています。
看護婦を志すものとして情
報化社会に乗り遅れる事の
ないよう、必要な技術・知
識を身につけていきたいと
思います。
今年の抱負
　国家試験に合格できる
ように勉学に励もうと思
います。

西辻　恵季さん〈腹赤〉

今関心のあることは？
　とにかく仕事を一生懸命
頑張るだけです。

今年の抱負
　何事にも妥協を許さず
やり遂げます。

上原　敏靖さん〈大明神〉

今関心のあることは？
　看護婦を目指すものとし
て医療ミスに関心がありま
す。どうすればミスは起こ
らなくなるのか。難しい問
題ですが、医療を学ぶ上で
深く考えていきたいです。
今年の抱負
　来年の国家試験に向け
て精一杯頑張りたいと思
います。何事にも学び続け
る心を持ち、日々努力して
いきたいです。

宮本　絵美さん〈清源寺〉

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

成人者代表意見発表
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まちの話題まちの話題
あなたの周りの身近な話題をお知らせください。

企画課(内線231)

漁
協
が
の
り
寄
贈

　1月7日、熊本中央信用金庫振交会長洲支部（那須五男会長）
が、社会福祉に役立ててもらおうと、社協に対し、10万円
の寄付をされました。
　これは、毎年、チャリティーもちつきを行った収益金を
寄付されていたものですが、昨年、熊本市のもちつき大会
で食中毒が発生したため、大事をとってもちつきは中止され、
同会員55名と同支店の職員が募金し寄付されたものです。
　「住民の皆さんも楽しみにしていただいているチャリテ
ィーもちつきができなくて残念でした。今年はぜひ行いた
いですね」と那須会長。
　なお、この寄付金は社会福祉事業に役立てられます。

寄
付
を
渡
す
那
須
会
長

5,000枚ののりが寄贈されました

全
国
大
会
に
て

熊本中央信用金庫振交会長洲支部が社協に寄付

社会福祉に役立ててください

　12月29日、年末警戒中に防火意識の向上を図ろうと、上
沖洲区の子ども会と消防団員が、火の用心を呼びかけ、上沖
洲区内を巡回しました。
　これは、町消防団第9分団(上沖洲)の呼びかけによるもので、
区内の小学生約40名と消防団員により行われたものです。
　子どもたちは２班に分かれ拍子木を鳴らしながら「戸締り
用心・火の用心」と大きな声で防火を呼びかけました。
　その後、消防団員の奥様方が用意しただご汁に舌鼓を打ち、
冷えた体を温めました。
　「防火に対する意識を高めてもらうため、子ども会に依頼
したところ、快く引き受けていただきました。意識啓発の向
上につながったのでは」と佐村第９分団長。

「
戸
締
り
用
心
・
火
の
用
心
」

上沖洲子ども会と消防団

子ども会が火の用心！

　このほど、腹栄中3年の坂口史恭くん(折地区)が、内
閣官房長官より、善行青少年表彰を受けました。
　坂口君は、小学５年生の時に参加した老人福祉施設
のワークキャンプで、ボランティア活動を始め、現在は
月に２、３回程度施設を訪問し、通所者の介助の補助や
身の回りの世話などをしています。
　今回、そのボランティア活動への積極的な取組みと、
小学５年から現在までの活動の継続性が認められての
表彰となったものです。
　「高校に入学しても、ボランティア活動は続けていき
たいと思います。」と坂口君は話しています。

坂口史恭くん（折地区）

善行青少年内閣官房長官表彰
植田彩子さん（新山区）

第18回全国商業高等学校
英語スピーチコンテスト出場

英語スピーチ、全国大会で大健闘！

　
１
月
21
日
、
長
洲
漁
業
協
同

組
合
よ
り
、
地
元
で
採
れ
た
の

り
を
子
ど
も
た
ち
に
食
べ
て
も

ら
お
う
と
、
の
り
５
、
０
０
０

枚
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
２
月
６
日
の
「
の

り
の
日
」
に
ち
な
ん
で
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
寄
贈
さ
れ
た
の
り
は
、
12
月

末
に
摘
ま
れ
た
冷
凍
ア
ミ
の
一

番
の
り
で
、
昨
年
よ
り
も
数
段

出
来
が
い
い
と
の
こ
と
。

　「
今
年
は
い
い
の
り
が
で
き
た

の
で
、
子
ど
も
た
ち
に
お
い
し

い
の
り
を
食
べ
て
欲
し
い
」
と

津
田
組
合
長
は
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
寄
贈
さ
れ
た
の

り
は
給
食
で
子
ど
も
た
ち
に
振

る
舞
わ
れ
ま
す
。

お
い
し
い
の
り
を

　
　   

子
供
た
ち
に

　１月12日、東京都で第18回全
国商業高等学校英語スピーチコ
ンテストが開催され、レシテー
ション（暗誦）の部に新山区の植
田彩子さんが県代表として出場
されました。
　コンテストでは、まず各県の
代表47名で予選が行われ、その
内12名が決勝に進むことができ、
植田さんは見事その12名の中に
選ばれました。決勝では惜しく
も入賞の枠には入れなかったも
のの、大変健闘されました。
　大会を終えた植田さんは「県
大会とは雰囲気も違い、かなり緊張しました。出場者は県
代表ということで、みんな個性がありレベルの高さを実感
しました。自分ももっと勉強して上手くなり、将来は日本
語教師になりたいです。」と話されていました。



９

まちの話題まちの話題まちの話題

平成14年　消防出初式 平成14年　消防出初式 
『たしかめて。　火を消してから　次のこと』

　
１
月
13
日
、
長
洲
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
お
い
て
、
平
成
14
年
長
洲
町
消
防

出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
消
防
団
員
、
有
明
広

域
行
政
事
務
組
合
荒
尾
消
防
署
長
洲

分
署
員
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
合
わ

せ
て
700
人
が
参
加
し
、
四
王
子
神
社

前
か
ら
同
小
学
校
ま
で
の
パ
レ
ー
ド
、

観
閲
、
通
常
点
検
、
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
に
よ
る
演
技
、
分
団
対
抗
玉
落
し

競
技
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
持
ち
回
り
で
演
技
を
披
露
す

る
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
演
技
は
、
町

内
保
育
所
の
園
児
が
担
当
。
消
防
団

員
顔
負
け
の
通
常
点
検
な
ど
を
披
露

し
、
観
客
の
皆
さ
ん
を
感
心
さ
せ
ま

し
た
。

　
な
お
、
式
典
の
中
で
優
良
団
員
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
紹

介
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　〈
敬
称
略
〉

　
消
防
庁
長
官
表
彰

（
退
職
消
防
団
員
報
償
）

　
竹
川
大
介
　
佐
藤
正
長

　
日
本
消
防
協
会
表
彰

（
優
良
婦
人
消
防
隊
表
彰
）

　
長
洲
町
女
性
消
防
隊

（
優
良
婦
人
消
防
隊
員
表
彰
）

　
西
浦
照
美

　
熊
本
県
知
事
表
彰

（
永
年
勤
続
功
労
章
）

浦
田
耕
成
　
　
永
利
秋
　
松
野
祐
一

宮
本
智
雄
　
松
本
光
久
　
宮
本
英
明

吉
田
信
夫

　
熊
本
県
消
防
協
会
表
彰

（
功
績
章
）

浦
野
　
孝
　
荒
岡
登
美
彦
　
北
川
　
透

塩
山
浩
一
　
磯
川
審
哉
　
西
山
一
夫
　

野
畑
安
廣
　
田
成
宏
一
　
　
野
一
則
　

野
畑
　
茂
　
上
野
公
宏
　
牛
島
継
道
　

宮
本
憲
一
　
馬
場
　
勝
　
濱
津
秀
　
　

西
尾
重
夫
　
松
岡
哲
也
　
杉
浦
健
一
　

山
本
博
文
　
島
田
　
隆
　
城
戸
志
郎
　

丸
山
文
明

（
勤
績
章
）

小
林
敬
太
郎
　
水
本
隆
司
　
仕
明
克
房

村
田
信
一

　
熊
本
県
消
防
協
会
玉
名
郡
支
部
長

　
表
彰

　
北
野
　
誠
　
藤
枝
哲
洋
　
木
村
和
久
　

　
松
岡
一
成
　
松
野
浩
徳

　
長
洲
町
長
表
彰

内
野
勇
次
郎
　
米
本
浩
二
　
酒
井
定
男

堀
江
善
弘
　
内
濱
信
成
　
藤
末
憲
一
　

　
永
敏
英
　
松
山
裕
史
　
清
田
光
明
　

船
崎
俊
幸
　
嶋
田
貴
仁
　
那
須
俊
之
　

前
田
孝
広
　
堤
　
武
大
　
上
野
浩
司
　

前
田
信
明
　
清
水
和
久
　
木
山
伸
悟
　

徳
永
秀
雄
　
井
口
邦
宏
　
田
尻
武
蔵
　

坂
元
浄
二
　
荒
木
年
光
　
城
戸
隆
徳
　

村
上
之
一
　
藤
井
祐
介
　
岩
中
　
守
　

吉
村
友
樹
　
福
村
美
智
子
　
土
山
美
由
紀

　
玉
落
し
競
技

　
優
勝
　
第
８
分
団

　
２
位
　
第
14
分
団

　
３
位
　
第
10
分
団

通常点検を受ける消防団員 幼年消防の分列行進



　12月16日、松原区では区民約50人の参加により恒
例の餅つきを行いました。
　この日は、子どもたちも高齢者の指導を受けながら
一緒になって15キロの餅米をつきました。
　つきあがった餅は、子どもたちがメッセージカード
を添えて区内の75歳以上の高齢者にプレゼントしました。
　「今後も、このような子どもから高齢者まで幅広い世
代がふれあえる機会を大切にしていきたい」と松本区長。

　12月20日、東荒神区ではすこやか館において健康料
理教室を開催しました。
　この日は、老人会を中心に区民26名が参加し、まず「健
康に役立つバランス料理」について栄養士の河崎澄子氏
の講話を聞いた後、保健推進員さんの協力により魚のホ
イル焼き、ほうれん草のゴマ和え、豚汁などを作りました。
　「今回は男性も９名参加し、三角巾にエプロン姿も様に
なり、なかなかの包丁さばきでした。改めて健康につい
て考えることができ、とてもよい機会でした」と榮区長。

ふれあい餅つき：松原区

餅つき大会：出町区･新町区合同花壇づくり：高田区

健康料理教室：東荒神区

男
性
の
皆
さ
ん
も
な
か
な
か

の
腕
前

子
ど
も
た
ち
も
交
替
で

つ
き
ま
し
た

　12月28日、高田区では公民館前で花壇づくりと花植
え作業を行いました。
　この日は、区役員ら10名が参加し、花壇の枠を竹で固
定し、その中に山から運び込んだ落ち葉を土と一緒に混
ぜ込んだ後、パンジーや葉ボタンなど約150本の花苗を
植えました。
　「花づくり活動も点から線へと広がっていき、区民の皆
さんの意識も高まってきています。今後も四季折々の花
を植えて皆さんと一緒に大切にしていきたい」と宮田区長。

　12月24日、出町区と新町区の合同による餅つき大会
を行いました。
　この日は、老人会が中心となり約20人が参加し、30
キロの餅米をつきました。
　つきあがった餅は、あんこを入れパック詰めした後、
両区の高齢者世帯など約100世帯に配布しました。
　「恒例の餅つきも皆さんの協力のおかげで、よい交流
が図られています。今後も、さらに交流の輪を広げてい
きたい」と出町区の森下区長と新町区の宮本区長は語
られました。

花
壇
づ
く
り
を
す
る

高
田
区
の
皆
さ
ん

ボ
ク
も
つ
け
た
よ
、

ヨ
ッ
コ
ラ
シ
ョ
！

丸
め
る
役
も
大
忙
し

一区一創運動活動レポート一区一創運動活動レポート一区一創運動活動レポート
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12
月
23
日
、
今
町
区
で
は
第

３
回
ふ
れ
あ
い
餅
つ
き
大
会
を

行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
幼
児
か
ら
高
齢

者
ま
で
約
40
人
が
参
加
し
、
30

キ
ロ
の
餅
米
を
つ
き
ま
し
た
。

　
つ
き
あ
が
っ
た
鏡
餅
や
あ
ん

こ
餅
な
ど
は
区
内
の
高
齢
者
世

帯
な
ど
に
配
布
し
ま
し
た
。

　「
恒
例
の
餅
つ
き
大
会
も
次
第

に
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
最
近

で
は
区
内
の
子
ど
も
も
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
親
戚

の
子
ど
も
た
ち
に
も
参
加
し
て

も
ら
い
幅
広
い
交
流
を
図
っ
て

い
ま
す
」
と
下
田
区
長
。

ふ
れ
あ
い
餅
つ
き
大
会:

今
町
区

一区一創　みんなで起す　おらが町一区一創　みんなで起す　おらが町



　区民のふれあい拠点づくりのため広場整備を検討し
ていた腹赤新町区ではこのほど、学習センターそばの
私有地を無償で借り受けることができたため、その整
地の準備として区民総出による雑草と雑木の伐採作業
を12月30日に行いました。
　また、同日、学習センター周辺を花で飾ろうと、パン
ジーの花苗をプランター23鉢に植え付けました。
　「地権者の方のご好意に大変感謝しております。今後、
区民の皆さんと大切に管理し、ふれあいの輪を広げて
いきたい」と　田区長。

　１月６日、新町区では区内の「いくいく通り」で今年
度４回目の花植え作業を行いました。
　この日は、子どもから高齢者まで約70名の区民が参
加し、パンジーと菜の花あわせて約700本の花苗を植
えました。
　「正月休みにもかかわらず、多数の参加をいただき感
謝しています。このような幅広い世代のふれあいの場
が増え、区内でのあいさつの輪も自然と広がってきて
いるようです」と宮本区長。

広場整備と花植え:腹赤新町

どんどや：各区

いくいく通り花植え：新町区

花
苗
を
植
え
る
新
町
区
の

皆
さ
ん

プ
ラ
ン
タ
ー
を
並
べ
る
腹
赤

新
町
区
の
皆
さ
ん

　門松やしめ飾りなどを焼いて無病

息災を願う小正月の伝統行事「どん

どや」がこのほど、町内の各区で行

われました。

　竹とわらで組み上げられたやぐら

に火が入れられると時折パンパンと

竹が爆発し、その音に子どもたちは

驚きながらも楽しんでいました。

　また、やぐらの火が落ち着いてく

ると、参加者は持ち寄った餅を竹の

先につけ焼いて食べながら交流を深

めました。

手
軽
な
体
操
で
健
康
づ
く
り

一斉に餅を焼く参加者

餅をほおばる子どもたち

どんどやは子どもたちが主役

一気に燃え上がるやぐら

一区一創運動活動レポート一区一創運動活動レポート一区一創運動活動レポート

　
１
月
18
日
、
鷲
巣
区
で
は
公

民
館
に
お
い
て
区
保
健
推
進
員

さ
ん
を
中
心
に
区
民
41
名
が
参

加
し
健
康
づ
く
り
集
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
ま
ず
「
寝
た
き
り

に
な
ら
な
い
た
め
に
〜
今
か
ら

筋
力
ア
ッ
プ
体
操
を
〜
」
を
テ

ー
マ
に
有
明
成
仁
病
院
理
学
療

法
士
の
大
籠
安
男
氏
の
講
話
が

あ
り
、
そ
の
後
実
技
で
は
転
倒

予
防
の
た
め
に
手
軽
に
で
き
る

筋
力
ア
ッ
プ
体
操
を
参
加
者
全

員
で
行
い
ま
し
た
。

　「
実
技
指
導
も
あ
り
、
和
気
あ

い
あ
い
の
ム
ー
ド
で
健
康
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
馬
場
区
長
。

健
康
づ
く
り
集
会 :

鷲
巣
区

11

一区一創　みんなで起す　おらが町一区一創　みんなで起す　おらが町
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我が町の企業を紹介します我が町の企業を紹介します我が町の企業を紹介します
　毎月1日号に長洲町への進出企業および製造業(従業員10名程度以上)を対象としてご紹介をし
ています。

㈱
上
組
　
阪
神
国
際
事
業
本
部 

有
明
出
張
所

　
当
社
は
、
平
成
10
年
９
月
に
名
石
浜

工
業
団
地
に
有
明
出
張
所
を
開
設
い
た

し
ま
し
た
。

　
業
務
内
容
は
、
運
輸
・
倉
庫
業
を
主

体
に
、
各
種
関
連
業
務
を
幅
広
く
行
っ

て
お
り
、
本
社
を
神
戸
市
に
お
き
、
国

内
に
36
の
支
店
・
事
業
部
、
海
外
に
も

10
カ
国
に
現
地
法
人
・
駐
在
事
務
所
を

設
け
、
客
先
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
て
お
り
ま
す
。

　
有
明
出
張
所
は
、
１
０
、
０
０
０
㎡

の
敷
地
に
、
５
、
８
０
０
㎡
の
工
場
、
倉

庫
を
有
し
、
梱
包
、
保
管
、
輸
送
業
務
を
主
に
、
輸
出
、
輸
入
取
扱
い
か
ら
、

海
上
輸
送
、
現
地
据
付
け
迄

等
々
、
幅
広
い
営
業
活
動
を
、

ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に
展
開
し
て
お

り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
地
域
社
会
に
貢

献
で
き
る
企
業
を
目
指
し
て
努

力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
引
き
立
て
の
程
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

代

表

者
　
所
　
長

　
　
　
　
　
　
末
広
　
薫

所

在

地
　
名
石
浜
40
番
５

従
業
員
数
　
６
名

株
式
会
社
　
九
州
イ
ノ
ア
ッ
ク
有
明
工
場

代

表

者
　
代
表
取
締
役

　
　
　
　
　
　
山
上
　
貢

所

在

地
　
梅
田
１
１
５
番
地

従
業
員
数
　
96
名

企業紹介コーナー企業紹介コーナー企業紹介コーナー

　
当
社
は
、
イ
ノ
ア
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
の
西
日

本
地
区
へ
の
製
品
供
給
拠
点
と
し
て
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　
ゴ
ム
・
ウ
レ
タ
ン
・
樹
脂
の
３
要
素
を
原

料
に
自
動
車
用
内
外
装
部
品
・
産
業
資
材
・

情
報
機
器
部
品
・
生
活
用
品
と
幅
広
い
分
野

の
製
品
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　
有
明
工
場
は
、
昭
和
41
年
２
月
に
地
元

誘
致
企
業
と
し
て
設
立
し
、
自
動
車
用
タ

イ
ヤ
の
生
産
を
開
始
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

以
来
当
社
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

動
し
、
常
に
大
手
ユ
ー
ザ
ー
の
海
外
へ
の
生
産
拠
点
移
行
の
影
響
を
受
け
、
生

産
の
合
理
化
を
迫
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
粘
り
強
い
地
元

出
身
の
従
業
員
さ
ん
の
知
恵
と
行
動
力
を
結
集

し
て
目
標
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
工
場
づ
く
り
」

を
目
指
し
て
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
取
得

の
活
動
を
中
核
に
「
廃
棄
物
ゼ
ロ
」
の
実
現
に
向

け
て
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
品
質
方
針
で
は
、

「
社
会
に
存
在
価
値
の
あ
る
会
社
で
あ
り
続
け
る
」

を
掲
げ
、
も
の
作
り
の
原
点
に
立
っ
た
品
質
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
地
元
企
業
と
し
て
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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参加して!

来て
!

見て!

参加して!

生涯学習コーナー

78

申し込み・問い合せ
生涯学習課（☎　 0053）

２月の行事
日　時 内　　容 場　所

腹赤校区グラウンド
ゴ ル フ 大 会

六栄校区グラウンド
ゴ ル フ 大 会

腹 赤 小 学 校
運 動 場

六 栄 小 学 校
運 動 場24日㈰

24日㈰

○テニスコート
　２月１日（金）から３月31日（日）まで老朽化によりひび割
れ等が生じているテニスコートの南側（海側２コート）のコ
ートと練習場の全面改修を行います｡
　改修後は、人工芝（19㎜）に張替え足に負担のかからない
コートになります｡工事期間中は、グラウンド側の２コート
が使用できます。

○室内温水プール
　２月１日（金）から３月13日（水）まで塗装の劣化による温
水プール本体の塗装工事に伴い、その期間は、休館となりま
すのでご注意ください。
　なお、使用開始は、３月14日（木）の予定です｡

　利用者の皆様には、大変ご迷惑をおかけいたしますが、ご協
力をお願いします｡

　と　き　第１・２・３木曜日　午後７時～午後９時
　ところ　町民研修センター
※再来年で結成20年になりますが、今は新入会会員がほと
　んどです。
　申し込み・問い合せ　長洲民俗民謡研究会
　　塩山正徳（☎　２６５６）
　　石原妙子（☎　１２６２）
　１月合併号で申し込み・問い合せ先の塩山正徳さん宅の電話

番号が間違っていました。お詫び申し上げますとともに訂正し、

改めて募集をいたします。

スポーツセンター施設の工事のお知らせスポーツセンター施設の工事のお知らせスポーツセンター施設の工事のお知らせ

民謡会員募集

78

78

お
世
継
ぎ
の
新
宮
様
に
明
け
し
春

見
舞
ひ
し
て
見
舞
は
れ
て
を
り
年
の
春

雨
上
が
り
南
天
の
実
の
紅
し
づ
く

拝
観
の
玉
砂
利
白
し
初
詣

老
ひ
を
知
る
厄
除
開
運
初
詣

噴
き
出
づ
る
宮
の
若
水
貰
ひ
け
り

元
旦
や
コ
バ
ル
ト
色
に
普
賢
岳

初
松
籟
八
重
潮
た
た
み
打
寄
せ
る

初
春
や
ア
ン
ヨ
上
手
に
大
地
踏
む

初
電
話
今
年
も
ロ
ス
の
甥
子
よ
り

力
ま
ず
に
自
分
ら
し
く
と
去
年
今
年

出
勤
の
弁
当
を
詰
め
初
明
り

二
〇
〇
二
年
元
旦
の
空
紫
紺
色

孫
と
ゐ
る
だ
け
で
幸
せ
松
の
内

琴
始
さ
く
ら
さ
く
ら
を
口
づ
さ
み

初
詣
孫
の
受
験
を
祈
り
つ
ゝ

駅
伝
に
感
動
し
つ
ゝ
寝
正
月

新
し
き
年
を
寿
ぐ
地
酒
か
な

五
十
路
の
吾
子
等
そ
れ
ぞ
れ
年
迎
ふ

降
り
そ
そ
ぐ
日
矢
に
力
の
初
御
空

殉
教
の
島
々
重
ね
初
明
り

長
老
の
太
鼓
の
響
き
初
神
楽

職
退
い
て
余
白
の
多
き
新
暦

二
〇
〇
二
年
元
旦
気
力
失
は
づ

リ
ス
ト
ラ
の
風
吹
き
荒
る
ゝ
師
走
か
な

舗
装
路
に
空
缶
こ
ぼ
れ
ゆ
く
聖
夜

池
原
　
倫
子

寺
田
冨
貴
子

波
田
野
月
子

山
下
　
岩
太

宮
本
　
敬
神

西
尾
　
俊
子

永
野
　
藤
義

塩
山
　
不
忘

大
石
伊
津
子

塚
本
紫
雅
子

松
野
千
代
子

馬
渕
　
妙
子

浦
島
　
　
表

柴
田
せ
つ
子

松
岡
　
朝
子

川
本
　
竹
野

菊
本
　
暁
美

緒
方
　
繁
子

馬
場
　
和
佐

堤
　
そ
の
子

牧
嶋
　
信
行

西
尾
智
恵
子

寺
田
　
久
子

柴
田
　
末
子

竹
下
　
誠
子

木
山
　
一
代

（
順
不
同
）

鳴
洲
一
月
句
集



新春書初め大会

親子たこ作り・たこ揚げ大会

19

生涯学習コーナー生涯学習コーナー

　新春を飾る長洲マラソン大会が、１月６日（日）町総合

スポーツセンターグラウンドスタート・ゴールで、快晴に

恵まれ女子３㎞、中学５㎞、高校10㎞、一般10㎞、壮年５

㎞の５種目344名の参加者で健脚が競われました｡

　結果は次のとおりです｡

女子３ｋｍの部

優勝　坂井　ルミ　（玉名中学校教員）１０分２４秒

２位　田中　美華　（千原台高校）１０分２６秒

３位　隈部恵里香　（菊水中学校）１０分２９秒

中学５ｋｍの部

優勝　三村　卓朗　（天水中学校）１６分０８秒

２位　古奥　和樹　（玉陵中学校）１６分０９秒

３位　高木　智史　（玉陵中学校）１６分１６秒

高校10ｋｍの部

優勝　近藤　隆太　（大牟田高校）３０分４１秒

２位　百武　宗親　（大牟田高校）３０分４１秒

３位　田村　真也　（大牟田高校）３１分１８秒

一般10ｋｍの部

優勝　百木　英樹　（三菱化学）　３２分１３秒

２位　本田　大房　（玉名市陸協）３２分１４秒

３位　早高　禎和　（天水町）　　３２分２３秒

壮年（35歳以上）の部

優勝　倉掛　俊一　（夜須陸協）　１５分５６秒

２位　川端　洋一　（８特 連）　　１６分３１秒

３位　鶴　　邦博　（三加和陸協）１６分３５秒

最優秀選手賞

　倉掛　俊一（夜須陸協）

町内敢闘賞

男子　馬場　竜治　（腹栄中学校）

女子　該当なし

　１月７日新春恒例の書初め大会が、長洲共同

福祉施設で開催されました。

　今回は小学生約20名が参加して行われ、学年

ごとに出された課題を緊張しながらも、のびの

びと配られた用紙に字を書いていました。

　審査の結果、児童館長賞に腹赤小３年の森本

幸宏くんが選ばれました。

新春書初め大会

　１月20日、中央児童館で、親子が協力してた

こ作りをすることで、親子のふれあいを深めて

もらおうと、親子たこ作り・たこ揚げ大会が行

われました。

　この日は、約30名の参加を得て、竹ひごで骨

組みを作り、工作用たこ紙を貼り付ける昔なが

らのたこ作りが行われました。

　子供たちは、寸法を計ったり骨組みを組み立

てるのに苦心しながらたこができあがると大喜び。

その後、参加者全員でたこ揚げを楽しみました。

親子たこ作り・たこ揚げ大会

第26回 長洲マラソン大会第26回 長洲マラソン大会
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（ ）長洲町食生活改善推進協議会
鷲巣区　　服部　　栄 

か ん んた
！クッキング　２月

★材料（４個分）

１５０ｇ
  ２０ｇ

大さじ１

大根葉のおにぎり

★作り方
①大根葉は塩ゆでし、みじん切りにして固く絞る。
②鍋にゴマ油をうすくのばし①の大根の葉を入れて混ぜながら、ちりめ
んじゃことゴマを加えて軽く炒る。

③②に香りづけにしょうゆとごはんを加えて混ぜ、好きな形のおにぎりにする。

　※大根葉にはビタミンＡ、Ｂ1、Ｃ、カルシウム、鉄などが豊富に含まれ
　ていますので、捨てないで上手に利用しましょう。

※１個分の栄養価　○エネルギー　254kcal　○たん白質　6.7ｇ　○カルシウム　174㎎
　　　　　　　　　○塩分　0.5ｇ

大根葉
ちりめんじゃこ
いりごま

小さじ１小さじ１
小さじ１小さじ１
４８０ｇ４８０ｇ

小さじ１
小さじ１
４８０ｇ

ごま油
しょうゆ
ごはん

作本　麻実さん

腹赤小１年
〈清源寺〉

　好きな科目は国語です。

　ベイブレードで遊ぶのが大好きです。

　今、水泳を習っているので早く25

ｍ泳げるようになりたいです。

あさ   み

広報の題字を書きました

少年少女剣士募集!!少年少女剣士募集!!少年少女剣士募集!!
剣道で鍛えよう　心と身体

　　固定資産税第４期・国民健康保険税第８期 
　　介護保険料第６期・国民年金保険料（2月分）
　　保育料（2月分）
　納期は２月28日（木）です。
　納期内に役場内の指定金融機関窓口または、最寄りの
金融機関で納めてください。 
　なお、納入は便利な口座振替をご利用ください。すでに
口座振替をご利用の方は、口座振替日が２月28日（木）と
なっています。

　任期満了に伴う教育委員会委員の任命について、第４

回長洲町議会定例会（12月27日）で同意されましたので

ご紹介します。

　週５日制、学習指導要領
の改訂による３割減など
教育が変わっていく現在、
微力ですが努力していこ
うと思っています。

今月納期の町税・保険料など

議会のうごき議会のうごき議会のうごき

動 健康・たくましさ・気力・勇気・根性

静 礼儀・集中力・判断力・忍耐・思いやり

　活動日
　  ● 毎週火曜・木曜日････総合スポーツセンター
　  ● 毎週金曜日･･････････長洲町体育館
　  ● 午後７時30分～午後９時
　問い合せ　総合スポーツセンター（☎ 　４７７７）
　　　　　　那須　昼 （☎　 ４５６７）

　　　　　　　　　夜 （☎　 ２３２０）

長洲剣友会
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ポスト新設のお知らせポスト新設のお知らせポスト新設のお知らせ

　このたび宮野地区に、郵便差出
箱（ポスト）を新設しました。
　ご利用をお願いします。
　設置場所
　宮野１３０９番地
　　　　　（ひまわり幼稚園前路上）
　郵便物の取集め
　平　日　午後３時頃
　土曜日　午後３時頃
　休　日　午前10時40分頃
　問い合せ
　長洲郵便局（☎　１４２０）78

上田 寅喜さん
(葛輪区)

　14年度から新学習指導
要領が実施され、週５日制
が始まります。教育の節目
の年にあたり、「生きる力」
の育成のため新しい気持
ちで頑張ります。

松永政光さん
(松原区)




